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平
成
十
一
年
秋
の
関
東
女
子
大
学
リ
ー
グ
戦
十
月
十

七
日
対
成
城
大
学
戦
に
お
い
て
、
学
習
院
大
学
女
子
ホ

ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
は
４
対
０
で
圧
勝
し
、
一
部
リ
ー
グ
第

三
位
を
確
保
し
ま
し
た
。
し
か
も
二
位
東
京
農
業
大
学

と
は
勝
ち
を
惜
し
い
と
こ
ろ
で
逃
し
て
引
き
分
け
て
い

る
の
で
、
実
力
的
に
は
二
位
に
等
し
い
と
言
え
ま
す
。

チ
ー
ム
を
結
成
以
来
、た
っ
た
四
年
目
の
快
挙
で
し
た
。

関
東
大
学
リ
ー
グ
は
四
部
ま
で
あ
る
の
で
、
価
値
あ
る

一
部
三
位
で
す
。
ホ
ッ
ケ
ー
界
で
も
噂
が
あ
ち
こ
ち
に

広
ま
り
ま
し
た
。
学
習
院
強
し
、
と
。

平
成
十
一
年
十
一
月
十
三
日
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
創
立
七

十
年
を
迎
え
て
、
記
念
式
典
を
目
白
で
行
い
ま
し
た
。

島
津
院
長
、
賀
陽
桜
友
会
会
長
始
め
学
習
院
、
ホ
ッ
ケ

ー
関
係
者
多
数
参
会
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
の
こ
の
強
さ
は
、
永
い
Ｏ
Ｂ
活
動
の
積
み
重

ね
が
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く

言
わ
れ
る
こ
と
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
Ｏ
Ｂ
の
活
動
が
盛

ん
だ
か
ら
、「
良
い
」
と
。

学
習
院
と
学
生
と
の
絆
、
愛
校
心
は
学
生
生
活
を
終

了
し
て
社
会
人
と
な
っ
て
も
何
処
ま
で
も
、
延
々
と
続

き
ま
す
。ホ
ッ
ケ
ー
部
卒
業
生
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
、

内
藤
　
政
武�

元
学
習
院
父
母
会
会
長�

桜
友
会
理
事�

日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
理
事�

学
習
院
を
思
い
、
目
白
を
思
い
、
現
役
学
生
の
リ
ー
グ

戦
の
戦
績
を
心
配
し
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ッ
ケ

ー
部
卒
業
生
の
団
結
は
学
生
の
部
活
動
を
強
力
に
支
え

て
い
る
の
で
す
。

○
昭
和
四
年
ホ
ッ
ケ
ー
部
結
成

学
習
院
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
今
を
遡
る
こ
と
七
十
二
年
前

に
こ
の
目
白
の
地
に
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
活
動
を
始

め
た
の
は
昭
和
四
年
で
あ
り
、
正
式
に
輔
仁
会
に
認
め

ら
れ
た
の
は
昭
和
六
年
に
な
り
ま
す
。
学
習
院
高
等
科

の
軍
事
教
練
教
官
に
戸
山
学
校
か
ら
榊
原
大
尉
が
赴
任

さ
れ
、
続
い
て
遠
山
少
佐
が
見
え
、
着
任
早
々
「
武
課
」

の
時
間
に
ホ
ッ
ケ
ー
の
試
合
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
両
先
生
と
も
戸
山
学
校
の
有
名
な
ホ
ッ
ケ

ー
選
手
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
両
先
生
は
ゴ
ー

ル
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
を
揃
え
て
武
課
の
授
業
の

み
な
ら
ず
休
み
時
間
放
課
後
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
弄
れ
る

よ
う
に
し
て
あ
っ
た
の
で
、
好
き
な
連
中
が
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
振
り
回
し
始
め
ま
し
た
。
秋
に
な
る
と
、
チ
ー
ム

が
編
成
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
帝
国
大
学
ホ
ッ
ケ

ー
部
長
の
井
口
常
雄
教
授
に
コ
ー
チ
を
願
い
、
試
合
が

出
来
そ
う
な
状
態
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

○
第
一
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

昭
和
四
年
十
二
月
、
帝
国
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
企
画

に
よ
り
、
全
国
旧
制
高
等
学
校
に
ホ
ッ
ケ
ー
普
及
の
目

的
で
、
第
一
回
全
国
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

が
東
京
帝
国
大
学
御
殿
山
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
校
は
六
校
で
帝
国
大
学
連
盟
傘
下
の

高
等
学
校
、
す
な
わ
ち
学
習
院
高
等
科
、
台
北
高
等
学

校
、
第
三
高
等
学
校
、
成
城
高
等
学
校
、
浦
和
高
等
学

校
、
北
大
予
科
。

学
習
院
最
初
の
公
式
戦
出
場
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で

す
。

主
将
　
北
大
路
信
忠

（
五
年
卒
）

富
永
　
鉄
夫

鈴
木
　
甫

（
五
年
卒
）

蒲
生
　
郷
信

（
五
年
卒
）

山
口
　
定
男

（
五
年
卒
）

大
村
　
清

（
五
年
卒
）

坪
井
　
忠
郎

（
七
年
卒
）

赤
松
　
照
彦

（
五
年
卒
）

高
木
　
正
順

（
八
年
卒
）

松
平
　
精

（
五
年
卒
）

渋
谷
　
在
正

（
九
年
卒
）

野
球
部
、
ボ
ー
ト
部
、
剣
道
部
の
応
援
メ
ン
バ
ー
混
合

チ
ー
ム
で
し
た
の
で
、
試
合
も
第
三
高
等
学
校
に
０
対

５
で
敗
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
プ
ロ
パ
ー
部
員
が
入
部
し

て
、
正
式
な
学
習
院
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
成
立
し
、
昭
和
六

年
に
輔
仁
會
へ
の
入
会
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
第
一
期
隆
盛
期
到
来

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
弄
ぶ
連
中
が
集
ま
っ
て
来
た
だ
け
あ

っ
て
、
成
果
は
ど
ん
ど
ん
挙
が
っ
て
来
ま
し
た
。
昭
和

六
年
第
三
回
全
日
本
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

（
以
下
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
優
勝
、
昭
和
七
年
八
年
九
年
関

東
高
等
学
校
リ
ー
グ
三
年
連
続
優
勝
、
昭
和
八
年
九
年
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
連
続
優
勝
と
、
創
部
五
年
に
し
て

数
々
の
優
勝
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。
当
然
名
選
手
が
続

出
し
、
こ
の
時
の
学
習
院
ホ
ッ
ケ
ー
の
技
術
が
後
々
ま

で
引
き
継
が
れ
、
今
日
の
繁
栄
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
時
代
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

周
布
公
兼
、
副
島
種
典
、
中
村
路
一
、
佐
藤
譲
、
山

田
義
元
、
渋
谷
在
正
、
渋
沢
言
忠
、
小
笠
原
清
信
、
有

地
次
郎
、
六
所
五
郎
、
北
大
路
信
勇
、
北
大
路
信
義
、

有
地
熊
蔵
、
今
城
政
典
。
今
な
お
有
地
次
郎
は
健
在
で
、

学
生
の
リ
ー
グ
戦
を
応
援
の
た
め
グ
ラ
ン
ド
に
顔
を
出

し
ま
す
。

そ
の
後
昭
和
十
二
年
、
十
三
年
、
十
四
年
と
関
東
リ

ー
グ
二
部
（
こ
の
当
時
は
大
学
高
校
混
合
）
で
連
続
優

勝
し
十
五
年
に
は
台
湾
へ
初
め
て
遠
征
試
合
を
行
い
ま

し
た
。
創
部
以
来
十
数
年
で
学
習
院
の
中
で
、
ホ
ッ
ケ

昭和26年（1951）
この年の秋期関東学生一部リーグ戦で対明大の一敗の
みで二位を獲得した時のメンバー。戦後から現在に至
るまでの最強のチームと云えるのではないだろうか。
後列左より小坂（昇）、円谷、佐野、黒川、上田―主
将、李家
前列左より本田、松平（忠）、松平（尚）、窪田、緒方

昭和８年（1933）頃　於目白
後列左より北大路（義）、島津、濤川、佐藤、北大路
（勇）、澁谷、中村、植村、山田、周布
中列左より有地（熊）、副島（憲）、町尻、室町（昌）、
大木（保）、副島（典）、有地（次）
前列左より水野一人おいて保利二人おいて小林、渡部

ー
部
強
し
、
と
言
う
評
価
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
た

の
で
す
。

○
第
二
期
隆
盛
期
（
昭
和
二
十
三
年
か
ら
）

ホ
ッ
ケ
ー
部
に
黄
金
期
が
訪
れ
ま
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
も
終
わ
り
、
ま
だ
東
京
が
焼
け
野
原
に
な
っ
て

い
た
頃
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
犬
養
康
彦
、
松
平
忠
久

が
入
部
し
二
十
二
年
に
は
窪
田
裕
一
、
黒
川
眞
幸
、
佐

野
和
夫
、
松
平
尚
次
郎
、
大
島
護
久
、
緒
方
幸
三
、
上

田
宗
良
等
が
入
部
し
て
、
Ｏ
Ｂ
伊
東
渉
、
浅
田
俊
二
、

町
尻
量
光
の
援
助
、
指
導
の
下
、
そ
の
素
質
を
生
か
し

て
着
々
と
力
を
付
け
て
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
三
年
に
は
国
民
体
育
大
会
関
東
予

選
決
勝
で
慶
応
高
校
に
１
対
０
で
勝
ち
、
出
場
権
を
得

て
、
福
岡
で
の
本
大
会
で
は
決
勝
ま
で
進
み
、
惜
し
く

も
札
幌
商
業
高
校
に
０
対
３
で
敗
れ
二
位
と
な
っ
た
の

で
す
。
こ
こ
で
学
習
院
の
名
は
全
国
に
轟
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
学
習
院
高
等
科
は
国
体
に
昭
和
二

十
七
年
ま
で
関
東
代
表
と
し
て
の
出
場
が
続
き
ま
し
た
。

学
習
院
が
新
た
に
学
習
院
大
学
と
な
っ
た
昭
和
二
十

五
年
、
関
東
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
二
部
と
し
て
初
参

加
し
ま
し
た
が
、
早
速
五
戦
全
勝
優
勝
し
、
一
部
に
昇

格
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
　
対
東
京
歯
科
大
学
　
不
戦
勝

対
一
橋
大
学
　
　
　
８
対
０

対
東
京
大
学
　
　
　
10
対
０

対
成
城
大
学
　
　
　
12
対
２

対
武
蔵
大
学
　
　
　
10
対
１

中
心
的
選
手
で
あ
っ
た
黒
川
、
上
田
、
松
平
忠
久
、

窪
田
、
緒
方
、
佐
野
の
卓
越
し
た
技
術
を
基
に
見
事
な

パ
ス
ワ
ー
ク
と
安
定
し
た
バ
ッ
ク
ス
は
絶
賛
を
浴
び
た

も
の
で
し
た
。
こ
の
年
の
第
一
回
四
大
学
定
期
戦
は
楽

勝
で
し
た
。対

武
蔵
大
学
　
　
　
10
対
０

対
成
城
大
学
　
　
　
11
対
０

○
つ
い
に
関
東
大
学
リ
ー
グ
一
部
二
位
に

そ
し
て
こ
の
強
さ
は
二
十
六
年
に
は
更
に
上
昇
し

て
、
関
東
リ
ー
グ
一
部
の
二
位
に
の
し
上
が
り
ま
し
た
。

対
慶
応
大
学
　
　
　
２
対
０
勝
ち

対
明
治
大
学
　
　
　
０
対
３
負
け

対
法
政
大
学
　
　
　
６
対
１
勝
ち

対
立
教
大
学
　
　
　
５
対
２
勝
ち

対
早
稲
田
大
学
　
　
３
対
２
勝
ち
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昭和30年（1955）第29回全日本選手権大会
於神戸K.C.A.C.グランド
当時の全日本はフリーエントリー制で全学習院として
OB、現役混成で出場した。学習院が全日本でベスト
４入りしたのははじめて。
後列左より中村（光）、岩城（小泉）、小坂（登）、
緒方（OB）、林、伊東（監督）、小坂（昇）、桐谷、田倉
前列左より黒川（OB）、浅田（OB）、町尻（OB）、窪
田（OB）、松平（尚）（OB）

そ
の
後
も
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
関
東
学
生
リ
ー
グ
で
一
部

で
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
保
っ
て
、
昭
和
三
十
年
の
全
日

本
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
は
準
決
勝
に
進
み
ベ
ス
ト

４
に
な
っ
た
の
で
す
。

○
三
十
年
代
は
潜
伏
期

三
十
三
年
か
ら
二
部
へ
転
落
し
て
か
ら
の
十
年
間
は

一
部
と
の
往
復
と
な
り
ま
し
た
。
甲
南
大
学
と
の
定
期

戦
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
第
一
回
は
５
対
０
と
圧
勝
し

た
も
の
の
、
四
十
三
年
に
は
ど
ん
底
の
三
部
に
転
落
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
潜
伏
期
脱
却
し
て
海
外
遠
征
始
ま
る

こ
の
後
飛
田
孝
監
督
（
三
十
八
年
卒
）
を
迎
え
て
一

挙
に
三
部
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
一
部
に
昇
格
し
ま
し

た
。
明
治
大
学
に
教
え
を
乞
い
、
強
化
合
宿
、
韓
国
遠

征
等
々
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
良
く
チ
ー
ム
を
ま
と
め

昭和31年（1956）於旧駒沢球技場
うしろでゲームを観戦している姿に注目されたい。慶
大または立大の学生とみられるが、当時の体育会の典
型的なスタイルで学帽にコート着用。
後列左より田倉、中村（光）、矢部、桐谷、柴田
中列左より伊藤（輝）、岩城（小泉）、天野
前列左より内藤、鈴木（康）、山崎

こ
の
時
の
最
強
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り

Ｆ
Ｗ
　
本
田
春
義
　
　
二
年

Ｆ
Ｗ
　
松
平
尚
次
郎
　
二
年

Ｆ
Ｗ
　
松
平
忠
久
　
　
四
年

Ｆ
Ｗ
　
窪
田
裕
一
　
　
三
年

Ｆ
Ｗ
　
金
　
時
習
　
　
一
年

Ｈ
Ｂ
　
円
谷
　
一
　
　
二
年

Ｈ
Ｂ
　
黒
川
眞
幸
　
　
二
年

Ｈ
Ｂ
　
緒
方
幸
三
　
　
二
年

Ｆ
Ｂ
　
佐
野
和
夫
　
　
三
年

Ｆ
Ｂ
　
上
田
宗
良
　
　
三
年

Ｇ
Ｋ
　
小
坂
昇
一
郎
　
三
年

こ
の
年
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
イ
ン
ド
に
一
ヶ
月
半
遠

征
し
ま
し
た
が
、
こ
の
代
表
選
手
の
中
に
黒
川
眞
幸
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

た
の
で
す
。
こ
の
時
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
海
外

遠
征
は
四
年
毎
に
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
在

学
中
に
必
ず
海
外
遠
征
が
あ
る
、
と
言
う
事
に
よ
り
、

優
秀
な
部
員
獲
得
の
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
現
在
の
ホ

ッ
ケ
ー
部
充
実
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

四
十
八
年
韓
国
遠
征
の
メ
ン
バ
ー
。

団
　
長
　
飯
坂
良
明
教
授
（
ホ
ッ
ケ
ー
部
長
）

監
　
督
　
飛
田
　
孝

コ
ー
チ
　
深
谷
弘
士
　
関
谷
　
隆
　
桜
井
直
己

主
　
将
　
池
田
幸
雄

選
　
手
　
奥
田
道
彦
　
野
口
　
亨
　
山
田
　
実

釈
　
洋
一
　
横
溝
昌
宏
　
野
崎
博
典

長
井
広
司
　
福
本
雅
夫
　
亀
田
尚
裕

小
林
　
進
　
竹
口
友
章
　
石
井
庸
一

薦
野
　
潔

○
高
円
宮
殿
下
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
ご
出
場

高
等
科
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
高
円
宮
殿
下
が
ご
入
部
に
な

り
ま
し
た
。
運
動
神
経
も
良
く
メ
キ
メ
キ
と
上
手
に
お

な
り
に
な
り
、
四
十
六
年
の
徳
島
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
学
習
院
は
出
場
権
を
得
て
、
殿
下
も
ラ
イ
ト
ハ
ー
フ

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
二
回
戦
で
御
坊
商
業
高
校

に
４
対
２
で
逆
転
勝
利
し
ま
し
た
。
し
か
し
三
回
戦
で

は
日
本
一
と
言
わ
れ
る
星
光
学
院
高
校
と
対
戦
す
る
こ

と
と
な
り
、
０
対
７
と
大
差
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
枠
が
少
な
く
な
り
、
あ
ま

り
出
場
出
来
な
い
で
い
ま
す
。
殿
下
の
ご
出
場
は
貴
重

な
実
績
で
す
。
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団
関
係
の
ホ
ッ
ケ
ー
隆
盛
に
貢
献
す
る
な
ど
、
ホ
ッ
ケ

ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
が
数

多
く
存
在
す
る
の
も
、
他
の
運
動
部
と
違
う
と
こ
ろ
で

あ
り
、
特
徴
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

○
目
白
ホ
ッ
ケ
ー
祭
り

年
に
二
回
目
白
の
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
ホ
ッ
ケ
ー

祭
り
は
、
男
女
の
現
役
Ｏ
Ｂ
が
一
三
〇
名
近
く
集
ま
っ

て
六
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
み
ま
す
。
二
〇
チ
ー
ム
以

上
が
競
う
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
ひ
と
昔

前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
盛
況
ぶ
り
で
す
。

こ
れ
も
第
一
隆
盛
期
か
ら
育
ま
れ
た
学
習
院
ホ
ッ
ケ

ー
魂
が
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
今
日
に
至
っ
て
開
花
し

た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
前
進
を
目

指
す
学
習
院
輔
仁
會
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
大
学
チ
ー
ム
も
今
日
の
平
成
に
至
る
ま
で
一
部

と
二
部
を
往
復
し
て
は
い
ま
す
が
、
レ
ベ
ル
か
ら
見
る

と
、
こ
の
二
十
年
間
上
位
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

○
女
子
チ
ー
ム
誕
生
と
大
活
躍

冒
頭
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
現
在
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
の

活
躍
が
見
事
で
す
。
平
成
六
年
の
春
、
帰
国
子
女
の
新

一
年
生
谷
村
康
子
以
下
が
女
子
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
と

言
う
強
い
意
志
の
も
と
チ
ー
ム
結
成
に
務
め
ま
し
た
。

そ
し
て
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
正
式
に
学
習
院

輔
仁
會
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子
チ
ー
ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。

二
年
目
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
揃
い
、
早
速
関
東
大
学
ホ
ッ

ケ
ー
リ
ー
グ
戦
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
女
子
大
学
は
ホ

ッ
ケ
ー
ブ
ー
ム
で
関
東
だ
け
で
も
二
十
校
を
越
え
て
お

り
、
四
部
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
監
督
に

就
任
し
た
高
田
良
太
（
六
十
二
年
卒
）
の
巧
み
な
指
導

の
も
と
、
気
力
充
実
、
練
習
熱
心
、
研
究
心
旺
盛
の
た

め
、
三
部
昇
格
、
二
部
昇
格
を
一
気
に
果
た
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
一
部
昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。
平
成
十
一

年
に
は
二
位
と
引
き
分
け
な
が
ら
三
位
と
な
り
、
ホ
ッ

ケ
ー
界
で
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
一
年
開

催
の
東
西
対
抗
戦
に
は
代
表
選
手
に
大
原
知
子
、
須
磨

映
理
子
、翌
年
に
は
荒
木
郁
子
の
三
名
が
選
ば
れ
る
等
、

ホ
ッ
ケ
ー
部
第
三
期
の
隆
盛
期
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
原
動
力
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。
谷

村
康
子
、
日
月

た
ち
も
り

玲
子
、
山
本
彩
恵
子
、
神
武
友
子
、
河

野
真
弓
等
々
で
す
。
女
子
部
員
も
四
十
名
に
増
え
、
現

役
部
員
は
男
女
大
学
高
等
科
を
含
め
て
八
十
名
。
創
部
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以
来
の
大
人
数
で
、
そ
の
昔
部
員
難
で
苦
労
し
た
事
が

嘘
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
こ
れ
に
は
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
桜
杖

会
の
活
動
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

○（
社
）日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
会
長
に

学
習
院
卒
業
の
上
田
宗
良

Ｏ
Ｂ
に
な
っ
て
か
ら
も
ホ
ッ
ケ
ー
界
と
関
わ
り
を
持

っ
て
活
躍
し
て
い
る
者
が
数
多
く
い
ま
す
。
そ
の
最
も

頂
点
は
上
田
宗
良
（
二
十
八
年
卒
）
で
す
。
第
二
隆
盛

期
で
フ
ル
バ
ッ
ク
で
活
躍
し
、
卒
業
後
は
日
本
開
発
銀

行
の
業
務
の
傍
ら
、
国
際
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
の
仕
事
に
も

専
心
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
絶
え
ず
ホ
ッ
ケ
ー
役
員

と
し
て
運
営
に
関
わ
り
、
現
在
は
（
社
）
日
本
ホ
ッ
ケ

ー
協
会
会
長
、
国
際
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
常
務
理
事
、
ア
ジ

ア
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
副
会
長
、（
財
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
副
会
長
を
経
て
特
別
顧
問
、
ま
た
青
森
で
開

催
さ
れ
る
二
〇
〇
三
年
冬
季
ア
ジ
ア
競
技
大
会
組
織
委

員
会
の
副
会
長
に
青
森
県
副
知
事
と
共
に
就
任
し
、
ホ

ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
内
藤
政
武
（
三
十
五
年
卒
）
が
日
本
ホ

ッ
ケ
ー
協
会
理
事
、
釈
洋
一
（
五
十
一
年
卒
）
が
関
東

ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
理
事
、
飛
田
孝
（
三
十
八
年
卒
）
が
大

阪
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
副
会
長
、
深
谷
弘
士
（
四
十
一
年
卒
）

が
東
京
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
理
事
、
濱
口
孝
文
（
五
十
八
年

卒
）
が
日
本
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
理
事
と
し
て
現
在
活

躍
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
も
中
村
光
良
（
三
十
四
年
卒
）

が
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
専
務
理
事
と
し
て
実
業


